
 

 

 

 

   ご自身の身近な活動にどう生かしていますか？ 

区政会議での意見を地域へフィードバックするには？ 

【参考】東淀川区区政会議委員による 

アンケート結果 （R1.7実施） 

Ｑ．あなたの地域では、区政会議の内容に 

ついて話し合う機会はありますか？ 

 A．              (R1.10 末時点) 

回答選択肢 回答 割合 (昨年度数値) 

毎回話し合う 1 3.0%    (0%) 

時々話し合う 12 35.3% (58.1%) 

ほとんど話さない 13 38.2% (38.7%) 

全く話さない 8 23.5%  (3.2%) 

 

Ｑ．周囲にフィードバックして、 

どのような成果がありましたか？ 

Ａ． 

・意見を述べて、それが反映/実行さ

れている。 

・区役所も頑張っていることが理解

され、協力的になった人もいる。 

・区政会議で出た課題解決のための

新たな取組みを地活会議で提案

し、採用された。 

Ｑ．フィードバックするために、区役所等からどのような 

アプローチやフォローが必要ですか？ 

Ａ． 

・区政会議委員の位置づけ等を地域役員に伝えてほしい。 

・何を話し合っているのか、代表として誰が出席している

のか等をわかっていない地域の人がいるので、地域の代

表として選出していることを意識づける。 

・地域での紹介の仕方等、具体例を伝えてほしい。 

・議事録以外のコンパクトにまとまった資料がほしい。 

・地域が今どんな話し合いをしているのか、簡単な資料が

あればいい。 

・全ての地域から推薦委員を出してもらう。 

・地域の意見交換会の設置。 

・地域の人も参加できるような場を作ってはどうか。 

・地域単位が定まれば、エリア単位で行ってもいいのでは

ないか。 

・区役所職員が地域に出向き、地活や町会長会議、社協の会

議の中で成果や課題をアピールする機会があればいい。 

・SNSの発信。 

・区政会議で決まったことを簡潔に広報紙に載せる。 

・HPの区政会議のページで「区の運営方針について意見が

ある場合は近くの委員に相談してみてください」と広報

してはどうか。また、個人的に意見を書けるようなシステ

ムを作ってみてはどうか。 

Q．地域へのフィードバックやご自身の身近な  

活動に生かすうえで、課題はありますか？ 

Ａ． 

・地域と温度差がある。 

・地域に格差がある。 

・会議で話す時間/話す場/報告する場がない。 

・公募委員で地域の役はやっていないので、できない。 

・施策についての知識がない人が多い。 

・報告しても意見はもらえていない。 

・自分自身の理解度が低いので、説明できない。 

・何を伝えたらいいのかわからない。 

・所属部会以外の内容はフィードバックが難しい。 

（取組や結果が簡潔にまとまった資料があれば可） 

・タイムリーに伝えることができない。 

・地域の方も忙しく、新しいこと、時代に合った取組み

をすることが難しい。 

・地活協推薦委員は各会合で会議の内容を発表する 

時間を作ってもらい、公募委員は SNSで発信する等

の方法を取ればいいのでは。 

本会(7/23) 

共通課題 ～まとめ～ 

送付資料５ 



 

 

 次期区政会議委員にむけてのメッセージや次の任期で取り組みたいことがありましたらご記入ください。  
●次期区政会議委員さんへ 

・あまり気負わず、住みよいまちにすることだけを考え、自由に意見を述べるといいと思います。とても貴重な時間でした。 

・何が必要でこういう方針を取っているのか、区政会議はそれが理解できる場ですので、知り得たことを活用ください。 

・所属部会だけでなく、他の部会にも参加していただきたいと思います。 

その過程で新たな目線、施策の発見やきっかけになり、区政の反映・発展に繋がればと思います。 

・施策を理解するだけでも初めは大変でしたが、みんなでどうしたらいいか意見を出し合って話し合うことはとてもいい経験になりました。 

・少しずつでもより良くなっていると感じることができると思いますので、がんばっていただきたいと思います。 

・区全体で高齢者の見守り意識向上及び体制の充実ができるようにお願いします。 

・新しい事業、ボランティアの固定化等、地域活動の問題を区政会議で話し合い、役所の方々と一緒に解決し、自分の地域がより良いまちになるよう 

取り組んでいただきたいと思います。 

・だんだん理解も深まり、地域愛も大きくなりました。 

 

●次の任期に向けて 

・他部会の会合にも参加します。 

・もっと区政の役に立てるように会議に取り組みたいです。少ない人数での会議はしんどいです。 

・なかなか新しい意見が出ず、意見も滞りがちになるので次期区政会議は部会の編成を変え、１から部会自体を作ってみてはどうでしょうか。 

・１年を通して全部会がやっている内容が見えてきているので、縦のつながり（所属部会）だけでなく横のつながり（他部会との連携）にも積極的に 

考えを及ぼしたいです。 

・外部講師に来てもらう機会や活動している居場所づくりの見学などに出かけてもいいのではないでしょうか。 

・地域活動に積極的に参加し、さらによりよい区政への意見を述べられるよう努めたいです。 

 

●その他 

・選出方法の検討が必要だと思います。 

・区政会議委員に何を求めているのかを具体的に示していただいた方がいいのかもしれません。 


